
観

世
音
菩
薩

の
起
原

(
芳

岡
)

観
世
二首
菩
薩

の
起
原

芳

岡

良

晋

観
世
音
菩
薩
は
無
量
壽
経
、
華
嚴
経
入
法
界
品
、
法
華
経
の
諸
異
本

を
初
め
、
思
釜
梵
天
所
問
経
、
成
具
光
明
定
意
経
、
光
讃
般
若
経
、
摩

詞
般
若
波
羅
蜜
経
、
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
経
、
維
摩
詰
所
説
経
、
大
寳

積
経
郁
伽
長
者
會
、
同
無
垢
施
菩
薩
慮
辮
會
等
に
そ
の
名
が
現
れ
て
居

り
、
大
乗
佛
教
の
成
立
當
初
か
ら
廣
く
知
ら
れ
て
い
た
菩
薩
で
あ
る
。

観
世
音
は

三
般
に
A
v
a
l
o
k
t
v
d
r
a
の
課
名
と
さ
れ
、
i
s
v
d
r
d
と
あ

る
所
か
ら
印
度
教
の

翰
v
鋤
紳
を
連
想
す
る
の
で
あ
る
が
、
観
世
音
の

音
は
s
v
d
r
dの課
で
、
初
め
は
新
彊
省
出
土
の
普
門
品
古
爲
本
に
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
v
d
l
o
t
d
-
s
v
d
r
d

で
あ

つ
た
の
が
、
後
に

A
v
d
-

lo
it
e
svd
rd
に
韓
化
し
た
と
見
る
の
が
穏
當
で
あ
ろ
う
。

観
世
音
は

一
般
に
世
間
の
音
聲
を
観
ず
る
と
い
う
意
味
に
解
繹
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
羅
什
澤

の
法
華
経
普
門
品
に

「若
有
二
無
量
百
千
萬

億
衆
生
、一受
二諸
苦
悩
。
聞
二
是
観
世
音
菩
薩
。

一
心
構
レ
名
。
観
世
音
菩

薩
即
時
観
二
其
音
聲
一
皆
得
二
解
脱
こ

(大
正
藏
九
5
6c)
と
あ
る
所
か
ら

生
じ
た
解
繹
で
あ
る
。
所
が
正
法
華
経
で
は

そ
こ
は

「若
有
二衆
生
。

 

遭
二
億
百
千
妓
困
厄
患
難

一苦
毒
無
量
。
適
聞
二光
世
音
菩
薩
名
一者
。
輻

得
ニ解
脱
一無
レ
有
二衆
悩
。
故
名
二
光
世
立見
」
(同
1
2
8c)
と
な

つ
て
居

り
、
梵
本
も
ま
た
こ
れ
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
更
に
普
門
品
偶
に
は

「妙

音
観
世
音

梵
音
海
潮
音

勝
二彼
世
間
一
音

是
故
須
常
念
」
(
同
5
8a

梵
本
南
條
課

「
音
盤
輪
を
満
足
せ
る

観
自
在
菩
薩
を
念
ず
べ
し
」)
と
あ
り
、

六
十
華
嚴
入
法
界
品
の
観
音
訪
詣

の
條

に

「放
二
大
光
網
。
除

滅
衆

 
 生
諸
煩
悩
熱
。
出
二
微
妙
音
一而
化
二度
之
こ

(同
7
1
8b)
と
あ
る
か
ら
、

A
v
d
lok
itd
が
観
世
で
、
s
v
d
r
dは
名
號
の
妙
音
聲
の
意
で
あ
る
。
特

に
正
法
華
経
普
門
品
に
、
海
商
人
が
衆
寳
を
漏
載
し
て
航
海
中
、
大
風

の
た
め
に
鬼
界
に
漂
流
し
て
魔
端
魚
に
値

い
、
光
世
音
菩
薩
の
名
號
を

稻
し
て
解
脱
を
得
た
と
あ
る
の
は
、
(同
1
2
9
a
)
明
か
に

M
d
h
a
v
d
stu

に
あ
る
M
e
q
h
a
a
t
aの
傳
承

く
五
逆
を
犯
し
た
M
e
h
a
d
t
t
d
が
怪
魚

と
な
つ
て
魔
海
に
棲
み
、
五
百
の
海
商
人
を
飲
も
う
と
し
た
時
、
名
號
を
聞
い

て
永
劫
の
昔
佛
名
を
聞
い
た
こ
と
を
想
い
起
し
、
口
を
閉
じ
て
餓
死
し
、
人
界

に
生
れ
て
佛
に
救
濟
さ
れ
た
話
、
同
書

一
漣
5)
を
承
け
て
い
る
の
で
、
そ

こ
で
は
名
號
の
妙
音
聲
の
功
徳
を
説
く
こ
と
が
圭
題
と
な
つ
て
い
る
。

観
音
信
仰
の
中
心
が
名
號
の
徳
の
讃
仰
に
あ

る
こ
と
は
、
彌
陀
信
仰
に
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結

ば

れ

て
行
く

契

機

を

示

す

も

の

と

し

て
注

目

を
要

す

る
。

攻

に
A
v
a
l
o
k
i
t
d
の
意

義

に

つ

い

て
重
要

な

示

唆

を

與

え

て

い

る

の
が
、
M
d
h
a
v
d
s
t
uの
中

に

全

文

牧

録

さ

れ

て

い

る
A
v
d
l
o
k
i
t
a
-

s
g

r
a
で
あ

る
。

(
寂
天

の
大
乗
集
菩
薩
學
論

の
中

に
観

察

世

間

経
a
v
a
l
o
-

k
an
a
-sg
r
a
の
名

で
引
用

さ
れ
て
い
る
濁
立
経
典

で
、
西
藏
繹
も
あ

る
。
)

こ

の
経

典

は
繹

尊

の
成

道

の
因

縁

を

説

い
た

も

の

で
、

そ

こ

で

は
繹

奪

が

菩

提

樹
下

の
繹

定

に

入

ら

れ

た

の
は
、

一
に

人
天

の
利

盆

安

穏

の
た

め

な

る

こ
と

を

強

調

し
、

(
「
菩
薩

と
し

て
彼
が
菩
提
樹

に
來

り
、
菩
提

の
寳
応

に
立

ち
、
全
世
間

の
利

釜
安
穏
の
た
め
に
観
察

せ
る
時
、

彼

の
見
た
る

こ

と
左

世
尊

を
し
て
開

示
せ
し
め
よ
」
M

h
a
v
d
stu
 II
.
 
2
9
4
)
、
繹

奪

が

そ

こ

で

つ

ぶ
さ

に

三
切

世

間

の
有

情

の
業

繋

を
観

察

し
、

衆

生

の

こ
れ
よ

り

解

聯

す

べ
き
道

を

燈

得

さ

れ
、

(
「
時

に
比
丘
等
よ
、

菩
薩
は
恐
れ
な
く
狼
敗

せ
ず

恐
怖
を
離
れ
て
、
初
夜

に
内
省

と
天
眼

と
に
よ
り

て
與
え
ら
れ
た
る
達
識

と
涌

曉

の
熟
慮

に
、
彼

の
心
を
向

け
注
げ
り
。

明
晰

人
に
超
え
優

れ
た

る

天
眼
に
士

り
、

死
し
て
再
生

せ
る
有
情
、

浮
繊

の
有
情
、

善
趣

と
悪
趣

に
逝

く
有
情
、

青

賎

の
有
情
、
そ

の
業
に
由

り

て
或
る
境

界
に
達

せ
る
す

べ
て
の
も
の
を
観
た
り
。

彼

は
言
え
り
。
友

よ
、
身

口
意

の
業

に
於

い
て
不
行
跡

に
し
て
罪

あ

る

こ
れ
等

の
有
情
、
聖
者

を
誹
講

し
、

悪
見

を
支
持

せ
る
こ
れ
等

の
有
情

は
、
外

道
の
掌

を
結

べ
る
が
故

に
、

そ
の
起
因

と
理
由

の
た
め
に
、
死

し
て
膿
壌
す

れ

ば

破
滅

の
道
、

悪
趣
、

零
落
、

地
獄

に
再
生

せ
り
。

友
よ
、

他
方
身

口
意

の
業

に
於

い

て
善

を
行
じ
、

正
見
を
持
す

る
聖
者

を
誹
誇

せ
ざ
る
も

の

は
、

そ
の
起
因

と
理

由

と
は
よ
り
、

死
し

て
身
壊
す
れ
ば
天
界
に
再

生
し
、
諸

天

の
中

に

あ

り

と
。

…
…

薩
は
中
夜

に
心
を
彼

の
前

生

の
記
憶

と
知
識

に
向
け
注
げ
り
。

…
…
後

夜

の
曉
方
、

黎
明

の
明

け
初

む
る
時
…
…
彼

は
念

の

一
瞬

の
閃
き
に
得

ら

れ
た

る
智

眼
に
よ
り
て
、
等

正
覧

に
目
畳

め
た
り
。
印

ち
こ
れ

は
悪

な
り
、

こ
れ
は

悪
の
生
起

な
り
、

こ
れ
は
悪

の
滅

な
り
、

こ
れ
は
悪

の
滅

に
導

く
道
な
り
と
理

解

せ
り
」
同

2
3
8
-
、
3
4
5
)

繹

尊

の
成

道

を
妨

げ

る
た

め

に

襲

い
來

つ
た

悪
魔

の
軍

勢

を

粉

砕

し

降

伏

す

る
威

紳

力
を

現

わ

し
、

人

天

を

魔
障

よ

り
解

脱

せ
し

め
、
安

穏

を

得

し

め

る
道

を

切

り

開

か

れ

た

こ

と
を

記

し
、

(
「如
來

が
加
護
を
求

め
ら
る
べ
き
な
り
と
汝

の
思
え

る

は
、

汝
に
と
り
て
よ
き

こ
と
な
り
、
實

に
汝

に
と
り

て
よ
き

こ

と
な
り
。

か
く
て
ま
た
こ
の
法

の
解
説

に
通
達

せ
る
同
輩

に
は
、
業
果

は
清

め
ら
る
。
彼
等

は

魔

の
力
に
落

ち
ず
、

人

も
幽
鬼

も
彼
等
を
害
す

る
機
を
持
た

ざ

る

べ

し
。
」
同

2
9
7
,
3
1
5
,
3
4
6
)

こ

の

よ
う

な

菩

薩

行

に

よ

つ
て

成
就

さ

れ

た
佛

の
威

神

力

を
辱

敬

し
、

佛

塔

を
供

養

す

る

も

の
鳳
、

火

も
毒

も
兇

器

も
之

を

害

す

る

こ
と
能

わ
ず
、

(
同
3
6
4
,
3
7
8
,
3
9
6
)

現

世

に
於

て

は
あ

ら

ゆ

る

悲
惨
、
病

苦

を
冤

れ

て
天

壽

を

全

う

し
、

富

貴

名
轡

を
得
、

(
同
3
6
3
,
3
6
4
,
3
6
6
,
3
7
7
,
3
9
6
)

三三一毒

を

離

れ
、

(
同
3
5
6
)盗

王

の
押

牧

を

冤

が

れ
、

(
同
3
6
6
)邪
悪

な

る
盗

賊

も

打

ち
勝

つ
能

わ
ず

(
同
3
9
4
)優

れ

た

容

色

に
恵

ま

れ
、

(
同
3
6
3
)死

し

て

は
天

界

に

生

れ
,て
無

量

の
輻

を

獲

る

(
同
3
6
4
,
3
7
0
,
3
8
8
,
3
9
1
)

等

の
利

釜

を

得

る

こ
と
が

詳

細

に
説

か

れ

て

い
る
。

そ

し

て

こ

の
経
典

は

「
我

は

大

な

る
苦

難

に
あ

る

有

情

を

解

脱

せ
し

め

ん
。

我

は
全

世

界

の
盲

人

の

た

め

に

目

と
な

ら

ん
。

我

は
光

明

を

得

て
冥

闇
を

追

い
佛

わ

ん
。

我

は

未

だ

度

せ

ざ
り

し

有

情

を

導

き

度

せ
ん
。

我

は
解

脱

の
境

に

於

て
不

自

観
世
昔
菩
薩

の
起

原

(
芳

岡
)
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観

世
音
菩
薩

の
起
原

(
芳

岡
)

由
な
る
も
の
を
自
由
な
ら
し
め
ん
。
我

は
安
穏
、
優
れ
た
る
智
見
を

得
、

全
世
界
を
恐
れ
標
く
こ
と
な
く
し
て
進
ま
ん
。
我
は
知
識
に
自
畳

め
、
苦
悩
に
あ
る
も
の
を
解
き
放
た
ん
。

(同
3
9
6
)と
い
う
佛
の
言
葉

を
以

つ
て
結
び
と
し
て
い
る
。
こ
の
経
典
に
は
ま
た

二

度
に
て
も
善

逝
の
御
名
を
名
指
し
て
呼
べ
る
功
徳
は
百
千
無
量
な
り
」
(
同
2
9
5
)と

説
い
て
、
稽
名
の
功
徳
を
構
讃
し
て
い
る
。
大
阿
彌
陀
経
に
急
恐
怖
縣

官
事
者
を
解
睨
せ
し
め
る
と
云
い
、
(大
正
藏

三
二
3
0
8
b
)
華
嚴
経
入
法

界
品

に
繋
縛
恐
怖
、
殺
害
恐
怖
、
貧
窮
恐
怖
、
不
活
恐
怖
等
を
離
れ
し

め
る
と
云
い
、
(同
九
7
1
8
b
)
法
華
経
普
門
品
に
水
火
の
難
、
諸
魔
鬼
魅

の
厄
、
怨
賊
の
危
害
、
縣
官
の
拘
禁
を
冤
れ
し
め
、
三
毒
を
離
れ
レ
め

る
と
云
い
、
構
名
の
利
釜
を
説
き
、
(同
九
5
6
c
-
,
1
2
8
c
-
)

思
盆
梵
天

所
問
経
に
衆
苦
を
冤
る
る
を
得
る
と
あ
る

(同

一
五
4
8
b
)観
音
の
利
盆

信
仰

の
内
容
が
、
そ
こ
に
準
備
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。

以
上
に
よ
つ
て
観
音
信
仰
が
、
繹
尊
が
菩
提
樹
下
に
於
て
普
ね
く
世

欄
を
観
察
し
、
悪
魔
を
降
伏
し
、
苦
難
の
中
に
あ
る
有
情
を
解
脱
せ
し

め
る
道
を
切
り
開
か
れ
た
と
い
う
傳
承
か
ら
生
長
し
來

つ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
明
か
に
し
得
た
と
思
う
が
、
我

々
は
之
を
傍
謹
す
る
二
三
の

文
鰍
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。
華
嚴
経
入
法
界
品

に

「見
三
観
世
音

菩
薩
佳
二山
西
河
。
腱
虜
皆
有
二流
泉
浴
池
。
林
木
欝
茂
地
草
柔
軟
。
結
二

跣
論跣
三
坐
金
剛
寳
座
諭」
(大
正
藏
九
7
1
8
a
,
 

同
一
〇
3
6
6
c
)と
あ
り
、
観

世
音
菩
薩
授
記
経
に

「
阿
彌
陀
佛
正
法
滅
後
。
過
中
夜
分
明
相
出
時
。

観
世
音
菩
薩
。
於
七
寳
菩
提
樹
下
。
結
加
跣
坐
成
等
正
畳
」
(同

一
二

357a)

と
記
し
、
大
唐
西
域
記
の
佛
陀
伽
耶

の
菩
提
樹
下
金
剛
寳
座

の

こ
と
を
記
し
た
條
に

「大
地
震
動
濁
無
二傾
動
一
…
…
佛
浬
繋
後
。
諸
國

君
圭
傳
三聞
佛
説
二
金
剛
座
量
。
逐
以
二
爾
躯
観
自
在
菩
薩
像
。
南
北
標

レ界
東
面
而
坐
。
聞
二
諸
書
蕾

一日
。
此
菩
薩
像
身
浸
不
レ
見
佛
法
當
レ
壼
。

今
南
隅
菩
薩
浸
過
二胸
臆
一」
(同
五
一
9
1
5
b
)
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ

る
。
元
來
菩
薩
と
い
う
の
は
因
位
の
繹
尊
そ

の
人
を
指
し
た
も
の
な
の

で
、
そ
の
修
行
が
衆
生
利
釜
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
佛
徳
は
こ
の
菩

薩
行
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
所
か
ら
、
観
音
信
仰
が
大
乗
佛

敢
成
立
の
當
初
に
生
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、

永
遠
眞
實
な
る
佛
と
し
て

の
阿
彌
陀
佛
の
佛
徳
を
明
す
た
め
に
、
法
藏
菩
薩
の
永
劫
の
修
行
が
説

か
れ
た
の
も
、
そ
の
趣
旨
は
こ
れ
と
同

一
で
、
観
音
が
彌
陀
に
結
合
す

る
理
由
が
こ
こ
に
も
見
出
さ
れ
る
課
で
あ
る
。
大
阿
彌
陀
経
、
観
世
音

菩
薩
授
記
経
、
悲
華
経
等
に
観
音
が
彌
陀
の
後
纏
者
と
さ
れ
て
い
る
の

も
、
ま
こ
と
に
所
以
あ
る
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

無
量
壽
経
に
彌
陀
の
脇
侍
が
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
直
接
に
は
b
u
d
-

d
h
dv
d
m
sd
に
過
去

の
諸
佛
の
上
首
の
比
丘
、
比
丘
尼
、
常
侍

の
信
士
、

信
女
の
名
が

一
々
記
さ
れ
て
い
る
傳
承
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

(B
arh
u
tに
あ
る
紀
元
前
二
世
紀
の
作
と
推
定
さ
れ
る
過
去
佛
の
浮
彫
に
は
、

有
髪
の
脇
士
が
描
か
れ
て
い
る
)
西
域
記
の
菩
提
樹
下
金
剛
寳
座

の
爾
脇

に
観
音
像
が
あ

つ
た
と
い
う
記
事
は
、
観
音
が
佛
の
脇
侍
と
さ
れ
る
に

至

つ
た
道
程
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
、
興

味
深

い
も
の
で
あ
る
。

(B
ar
h
ut
の
過
去
佛
の
姿
は
菩
提
樹
と
金
剛
費
座
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。)
更
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に
ま
た
大
阿
彌
陀
経
は
法
華
経
や
華
嚴
経
よ
り
も
課
出
年
代
が
古
く
、

観
音
の
利
釜
を
説
い
た
経
典
と
し
て
は
最
古

の
も

の
と
考
え
ら
れ
る

が
、

そ
こ
で
は
観
音
の
諸
厄
解
除
の
中
急
恐
怖
縣
官
事
者
の
解
睨
だ
け

を
記
し
て
い
る
の
が
注
意
を
惹
く
所
で
あ
る
。

こ
れ
は
p
u
s
y
a
m
i
t
r
a

の
破
佛
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
、
西
紀
前
二
世
紀
の
印
度
敏
國
敏
化
の

趨
勢
に
俘
な
う
官
憲
の
佛
数
徒
迫
害
の
生
々
し
い
即
象
の
た
め
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
破
佛
の
悪
魔
的
な
行
爲
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

金
剛
寳
座
の
不
動
、
三
寳
の
不
滅
を
確
信
し
、
宣
説
し
た
の
が
、

観
三音
信
仰
の
そ
も
そ
も
の
起
原
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
A
v
a
o
k
i
t
a
-

sg
r
a
に
も
佛
法
慶
壊
の
時
、
之
を
支
持
す
る
も
の
の
功
徳
の
特
に
大

な
る
こ
と
が
、
繰
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
(M
dh
av
dst
 II
.
 
3
7
0
-
3
7
2
)

以
上
観
音
信
仰
の
佛
教
本
來
の
起
原
を
ほ
ぼ
明
か
に
し
得
た
と
思
う

が
、
そ
れ
が
普
門
品
の
よ
う
な
複
雑
な
形
を
と
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
、

A
v
a
lok
it
a
-
sg
rd
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
當
時
の
現
世
利
釜
的
な
讃
佛

乗
の
風
潮
に
よ
る
も
め

で
あ
る
が
、
他
面
佛
敏
以
外
の
信
仰
、
特
に

v
a
a
や
 
Bra
h
m
d
nd

の
中
に
盛
ん
に
讃
美
さ
れ
て
い
る
A
s
v
i
n讐

棘
の
信
仰
の
混
入
が
あ
つ
た

こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な

い
。
A
s
v
i
n

(馬
司
)
讐
神
は
黎
明
と
黄
昏
に
輝
く
明
星
で
、
露
を
下
し
て
草
木
を
う

る
お
す
所
か
ら
、
厄
難
を
除
き
、
生
氣
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
救
濟
神
と

し
て
讃
美
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
A
s
v
i
nは
美
貌
の
若
者
の
姿
を
し
て

居
り
、
火
坑
に
投
ぜ
ら
れ
た
者
や
、
闇
黒
の
海
洋
に
漂
流
し
て
い
る
者

を
救

い
、
夫
や
妻
や
子
を
ほ
し
が
つ
て
い
る
者
に
之
を
與
え
、
そ
の
紳

力
を
念
じ
た
鶉
を
狼
の
牙
よ
り
腕
せ
し
め
、

職
孚
で
足
を
切
り
取
ら
れ

た
女
に
鐵
の
足
を
與
え
、
蛇
の
毒
を
除
き
、

悪
魔
の
兜
力
を
冤
れ
し
め

る
等
、
慮
時
速
現
、
普
門
示
現
の
救
濟
活
動
を
し
た
こ
と
が
物
語
ら
れ

て
い
る
。
(高
楠
順
次
郎

「
印
度
古
聖
歌
」
1
3
7
-
、
輻
島
直
四
郎
「
ヴ
ェ
ー
ダ

及
び
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
思
想
」
3
0
,
6
7
-
、

南
方
民
族
誌
叢
書

「印
度
」
所
牧
中

村
元

「
神
話
と
傳
説
」
1
8
6
,
2
2
1
-

参
照
)
そ
の
普
門
品
の
所
説
と

の
符
合

は
覆
う
べ
く
も
な

い
。
普
門
品
梵
本
偶
二
〇

に

「
眼
も
顔
も
美
し
く
慕

わ
し
い
人
」
と
あ
り
、
同
二
二
に

「
不
滅
の
法
雨
を
雨
ら
し
」
と
あ
る

の
も
、
見
の
が
す
課
に
は
い
か
な
い
。
馬
頭
観
音
が
A
s
v
i
nが
p
e
d
u

王
に
與
え
た
駿
馬
に
由
來
す
る
こ
と
は
、
翫

に
學
者
の
指
適
し
た
所
で

あ
る
。
鹿
野
苑
で
最
初
に
繹
尊

の
法
を
聞

い
た
五
比
丘
の

三
人
に

A
ssd
ji
(
A
s
v
d
j
i
t
、

馬
師
、
阿
灘
波
誓
)
が
あ
り
、
威
容
端
正
を
以
つ
て

知
ら
れ
て
居
る
。
A
p
d
d
a
n
d
に
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
外
道
の
舎
利
弗
が
、
そ

の
姿
を
見
て

「
い
と
樂
し
げ
に
身
は
美
は
し
く

自
制
優
れ
し
彼
は
行

ぐ

最
上
克
己
に
鍛
え
ら
れ

彼
ぞ
不
死
見

る
人
な
ら
む
」
(南
傳
藏
二

六
齢
)
と
言

い
、
そ
の
導
き
に
よ
つ
て
佛
門

に
入

つ
た
と
傳
え

て
い

る
。
A
s
s
a
j
i

は
ま
た
薩
遮
尼
健
子
を
誘
引
し
て
佛
門
に
入
ら
し
め
て
居

り
、
(大
正
藏
二
3
5
a
-
,
7
1
5
a
-
)

邪
教
徒
降
伏
に
因
縁
が
深

い
。
ま
た

雑
阿
含
三
七
に
は

「奪
者
阿
爆
波
誓
不
レ
起
二
諸
漏
。

心
得
二解
脱
二
歓
喜

踊
悦
。
漱
喜
踊
挽
故
身
病
印
除
」
(同
二
2
6
7
c
)
と
あ
る
。
こ
れ
等
の
表

現
に
多
少
A
s
v
i
nと
の
連
り
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
も
し
然
り
と
す
れ
ば
佛

典
と
A
s
v
i
nと
の
結
合
は
、
意
外
に
早
か
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

観
世
音
菩
薩

の
起
原

(
芳

岡
)
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